
■現在の低酸素培養の方法 アステックの新提案
「低酸素培養の一元化」

・初代培養など生体から細胞を回収
・継代培養

・細胞培養

通常酸素濃度（20%程度） 低酸素濃度（1～5%程度）

環境を変えずに
作業と培養の両立

埋込型インキュベーター

生体内の各種臓器に供給されるO₂濃度は1～8％と
言われており、生体内を模倣する為には、低酸素
培養が必須です。

培養工程（維持培養⇒継代⇒細胞評価）の全てを
低酸素環境下で行う事で、細胞の再酸素化による
ストレスをフリーにし、よりセンシティブな細胞
培養に対応します。

様々な研究用途に対応するために、任意
の機器（観察システムや解析装置）も
オールインワンシステムにassemble！

細胞評価・解析も安定環境下で行うこと
で、新規の知見を得られます。

例）蛍光顕微鏡、観察システム、フラッ
クスアナライザー、ローラーボトルなど。

培養革命
培養の常識が変わる
次世代型オールインワン

培養システム

様々な研究用途に応じた
特注対応可能




